
2025年度 授業改革推進プラン（５月計画・１月評価）                      ３５ 図師小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒調査 

①

 

７５．９ 78  

 

８５．４ 88  

 

児童・生徒の現状・課題 
 

新しい問題に出会ったときに、興味をもって取り組

もうとする児童が多いが、自分の考えに自信がもて

ずに途中で諦めてしまう児童も多く見られる。また、

自分の考えを説明するスキルが身に付いていない児

童が一定数おり、学びを深めていくことが難しい。 

具体的な手だて①（見通す場面） 

「やってみたい」と思える問題提示や解決するべ

き問題に気付けるような発問等、導入を工夫す

る。 

具体的な手だて②（選択する場面） 

学習道具や学習方法、学習形態を選択する場面

を設定し、自分なりの考えをもてるようにする。 

具体的な手だて③（見直す場面） 

交流の視点を明確にして関わり合う場面を設定

し、自分の考えを見直したり、深めたりできるよ

うにする。 

教員調査 

７３．７ 75  

９４．７ 96  

 

総括（５月） 

 

・研究のClassroom内で情報を共有し、実

践に生かせるようにする。 

・研究推進部のメンバーを中心に学年に声を

かけ、定期的に実践報告を行う。 

・自己申告の授業観察の際は、「選択する場

面」「交流する場面」を意識した授業を行い、教

員同士で互いに見合うようにする。 

総括（１月） 

 

 

 

学び続ける力を育むための重点目標 
 

 自分の考えと友達の考えを比較しながら交流する

場面を設定し、様々な考え方のよさに気づくことで

自分の考えを深め、自信をもてるようにする。 


